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Die Geschichte des Geldes auf dem West Eurasischen Kontinet


























































































































































トーマス・クーン著中山茂訳『科学革命の構造』みすず書房　1971年；Ernst Mayr, The Groth of Thought, 












































































18）　Julye Bidmead, The Akitu Festival: Religious Continuity and Royal Legitimetion in Mesopotamia, 
Piscantaway 2004, p.26.
19）　Eckhart Otto, Die Geschicht der Talion, in: Eckart Otto, Kontinuum und Proprium. Studien zur Sozial- 









































































24）　Claus Wilcke, Der Kodex Urnamma(CU), Versuch einer Rekonstruktion, in: Zvi Abush (Hrsg.), Riches 
hidden in secret places: ancient Near Eastern studies im memory of Thorkild Jacobson, Winon Lake 2002, 












































































































28）　Claus Wilcke, “Gesetz in ssummerischer Sprache.” Studies in Sumerian Language and Literature, in: 
Festschrift für Joachim Krecher, 455 ― 616, edited by N. Koslov et al 2014.
29）　Walther Salleberger, Aage Westenholz, Mesopotamien. Akkade Zeit und Ur Ⅲ-Zit, Orbis Biblicus et 






































33）　Johannes Renger, Noch einmal: Was war der〈Kodex〉Hammurpi－ ein erlassenes Gesetz oder ein 
Rechtsbuch? in: Hans-Jahim Gehrke (Hrsg.), Rechtskodifizierung und Soziale Normen im Intellektuellen 
































34）　Herbert Petschow, Zur Systematik und Gesetzestechnik im Codex Hammurabi. In: Zeitschrift für 
Assyriologie. Band 57, 1967, S. 146 ― 172.
35）　Hans J. Nissen: Geschichte Altvorderasiens. Oldenbourg, München 1999, S. 111.
36）　以下，ナボニドゥスの改革については，Bibliothek des Instituts für Vorderasiatische Altertumskunde in 














































































































37）　Sushil Chaudhhuri and Markus A. Denzel, Cashless Payments and Transactions from the Antiquity to 
1914, Sttutgart 2008, p. 8.
38）　Antonio Ramos Dos Santos, What pays what? Cashless Payment in Ancient Mesopotamia (626 ― 331 BC), 
























　　　　　史　　料 　　　　 生　産　物 　　   　　数　　量
Evetts, Inscriptions, App. 544） 銀silver 1/2 mina45）
AO46） 20335 銀 2 ミナ 10 シェケル





44）　B. Evvets, Inscriptions of the reigns of Evil-Merodach (562 ― 559 BC), Neriglissar (559 ― 555 BC) and 
Laborosasarchod (555BC), Leipzig 1892, Appendix 5.
45）　shekel≒8.4gr. mina＝60 shekel≒500gr.
46）　AO＝Tablets from the Bodleian Libray (Oxford)
西ユーラシア貨幣史　1
― 19 ―
Nbk.47）216 銀 6 ミナ
Nbk. 258 銀 2 ミナ 7.5 シェケル
Nbk. 261 銀 10 シェケル
Nbk 290 玉ねぎonions （x）
Ev.-M.48） Ⅱ 銀とごま油sesame oil （x）
BM49） 30442 銀 12 シェケル






















47）　Inschriften von Nabuchodnosar, König von Babylon (555 ― 538 v. Chr.). Babylonische Texte, Hefte Ⅰ ― Ⅳ , 
Leipzig 1891.
48）　B. Evvets, Inscriptions of the reigns of Evil-Merodach (562 ― 559 BC), Neriglissar (559 ― 555 BC) and 
Laborosasarchod (555BC), Leipzig 1892中のEvil-Merodach王のⅡ碑文。
49）　British Museum.
50）　J. STRASSMAIER, Die babylonischen Inschriften im Museum zu Liverpool nebst anderen aus der Zeit 
von Nebukadonezzar bis Darius, Leiden 1885.

















Nbn. 85 1　家屋 11.5 ミナの銀
Nbn. 1104 1　家屋 2 ミナと11 シェケルの銀，遺産
A 90 1　水車 12 シェケルの銀
A 131 1　土地区画 1 シェケルと3/4の銀
BM 54065 1　果樹園 3 ミナと1/3の銀
販売契約の事例56）
 　 　　 史　　料 　 　取引対象 　  数　　量 　　　支　払　額
 TuM 2/3, 14 1　土地区画 2 qa57） 4 シェケルの銀
 TuM 2/3, 17 1　土地区画 13 cubits5158） 12 シェケルの銀
 TuM 2/3, 21 青銅製容器mutalliktu 1個 1シェケルと1/3の銀
 L 1639 ガウンTug-lam-lam 1着 12クッル2パヌ
4ストゥのナツメヤシ 59）
 McEwan, OECT10, 184 三歳ロバ 1頭 1/2ミナの銀






57）　バビロニアの度量衡　面積は  qa で表し，約75平方メートル
58）　バビロニアの度量衡　長さはcubit，あるいはラテン語で  cubitu ，古代世界の長さの単位で約66cm。
59）　バビロニアの度量衡，容量の単位：1  kurru ＝5 panu ＝180l；1 panu ＝6 sutu ＝36l 1 sutu ＝6 qa ＝6l＝；
1 qa ＝10GAR＝1l。













史　　料 職　種 期　間 支　給　物 日当Mandattu
Cyr. 64 織物業 5年 日にパン1qaと衣類 1sutuの大麦
TuM2/3, 214 パン屋 5年 月Xシェケルの銀 1sutu［の大麦］














61）　Rudolf Meyer, Das Gebet des Nabonid. Eine in den Qumran-Handschrif ten wiederentdeckte 
Weisheitserzählung, Berlin 1962, S. 128f.










史　　料 俸給の種類 期　　間 支　　払
AO　19.641 醸造業 2日間 12シェケルの銀




























































71）　Markus Denzel, Das System des bargeldlosen Zahlungsverkehrs europäischer Prägung(Mittelalter bis 
1914). 本原稿はドイツ中央銀行貨幣博物館における2014年9月のデンツェル教授による講演会のものであ
る。本原稿28頁に上記の趣旨が記されている。資本主義市場経済成立にとっての自立した仲買人の重要性に
ついては John Hicks, A Market Economy of Money, Oxford 1989, p.19f.
72）　Marc van de Mierop, Society and Enterprise in Old Babylonian, Berlin 1992, p.77f.















































































































83）　以下の概観はElmar Schwertheim, Kleinasien in der Antike. Von den Hethitern bis Konstantin, München 
2005, S. 28 ― 32.; Christian Marek, Geschichte Kleinasiens in der Antike. 2. Auflage, München 2010, S. 










































































84）　Reid Goldsborough, “World’ First Coin” in Free Encyclopedia English language, Refarence PDF. および，
湯浅　前掲書　52頁以下参照。
西ユーラシア貨幣史　1
― 29 ―
最後は1/96スタテルにまで下位区分された。この最小硬貨の重さは0.15gである。だだし，1/12以下
の下位区分の貨幣がリュディアのものであるかどうかは一致した見解がない。
　最古の貨幣の若干のものには裏面にリュディア文字が刻印されており，広く東地中期世界で製造さ
れた。特にギリシャでは，その20年後，アルゴス王パイドンによって紀元前650年に亀の絵を刻印
した銀貨を打造で製造した。これがギリシャ最初の打造貨ドラクマである。これらの技術はおそらく
オリエントの冶金術で製造されたものと見られている。下部に文字や記号が浮き彫りになる台を置き，
その上に，鋳造されいくぶん中央部が盛り上がったたまご型の切片を置き，リュデイア国家の神であ
るきつねのような公権力の象徴の浮き彫りを打ち出すための20センチ程度の棒状の上部金型を5キ
ログラムほどのハンマーで強く打ち下ろす。この製造方法は近世に至るまで西ユーラシアでは変わら
なかった。
　最初の打造貨幣は中心都市サルィデスの国営貨幣製造所で打造された。その後，紀元前550年にエ
レクトロンから金を分離する精錬技術が導入され，8.4gの金貨が打造された。その表面の浮き彫りは
王家の紋章である向かい合ったライオンの頭と牡牛の頭の像が刻印されている。この貨幣もスタテル
と呼ばれ，エレクトロン貨と同様の価値を有したと考えられている。この打造貨はエーゲ海地域で基
準通貨として使用され，約30年間以上にわたって通用した。確かに刻印の芸術性は変化したが，大
量に生産するために様式化され，金属はより固くなり鮮やかな輪郭線が浮き出るようになった。
　これらの打造貨1/3スタテルの価値は約10匹の羊である。この硬貨は携帯しやすく，保存しやすい
形でかなり高額の大量の支払いのために製造されたものと考えられている。この支払は軍役などの公
的役務に対しする国王の支払手段として製造されたものである。最初の硬貨の製造は一回の支払いの
ために製造されたと考えられるが，漸次流通し交換のために使用され始めた。最初から国家の神や王
家の紋章が刻印されていることから，公権力の威信を高める意図を持って製造されたことは確かであ
る。
　この貨幣の製造は交易や商業のためになされたものではなく，公権力の保持者か，国家機関の利益
か便宜を図るために製造されたことが確認されている。つまり，社会的分業が進展し職能分化が進む
中で，国家の役割も多様化し，各部署における国家の支払いと受取の機会が増大していった。入港税，
罰金，科料その他の税金お支払，傭兵や徴兵された兵士への支払い，司祭団や専門家への給与，公共
事業への支出（資材・物品に対しる支払い，労働者や職人への支払いも含まれる）に使用されたと考
えられている。
　ギルガメッシュ叙事詩の世界の人格神を通じた社会契約によって民族の興亡が激しいオリエント世
界で共同体の生存を託された強力な権力によって，タリオン原理に基づく法に則って，厳格な社会的
規律が達成され，さらに財政の公正な執行のもと再分配が行われた。これらの社会的規律と再分配の
価値単位として，特別な重量単位が使用された。この重量単位が広く商業や社会生活の支払い単位に
も使用されるようになり，その結果，価格が成立し，使用されていた特別の重量単位は，特定の時点
の一定の購買力を表示する計算単位となった。こうして，この計算単位は，一定の購買力の表示単位
となり，当初の重量単位と全く異なる価値基準となった。これが計算貨幣である。しだいに，時々の
公権力は，独自の計算貨幣を制定し，それによって公正な再分配を実践し，価格を決定することになっ
― 30 ―
名古屋学院大学論集
た。ケインズは貨幣論において計算貨幣を定義している。つまり，計算貨幣とは「国家の法に基づき
決定された付値によって債務や価格の一般的な購買力を表示した価値単位である」85）。
　国家は最初に法に基づいて価値尺度を決定し，それによって国家による再分配を行い，その結果と
して，市中の貨幣価値を決定することによって価格を決定した。このような法によって社会の価値尺
度を決定し，それによって価格を決定する権限を後にヨーロッパ中世では貨幣高権と呼んだが，これ
こそ，貨幣数量説が成立する市場経済である。ヒックスはこのような市場経済を司令慣習経済と呼ん
だ 86）。
85）　Keynes, op cit,p.3.
86）　ジョン・ヒックス著新保博訳『経済史の理論』日本経済新聞社　昭和45年43頁以下参照。
